心身障害者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

扶養共済制度のあらまし　　　　　

－心身に障害のある方のための終身年金－

[image: image1.wmf]
高知県障害福祉課

心身に障害のある方（知的障害、身体障害、精神障害のある方など）の保護者にとって、最も大きな悩みは、自分に万一（死亡又は重度障害）のことがあったとき、残された障害のある方を誰が保護し、面倒を見てくれるかということだと思います。

この制度は、保護者が生存中に一定額の掛金を納付することにより、保護者に万一（死亡又は重度障害）のことがあったときに、残された障害のある方に終身にわたって一定額の年金を支給するものです。これにより障害のある方の生活の安定と福祉の増進に資するとともに、保護者の不安を軽減することを目的としています。


１　この制度は、心身障害児（者）をもつ親達の連帯と相互扶助の精神を基調として生まれたものです。

２　安い掛金で高い保障が受けられる大変有利な制度です。

３　掛金の額は、年齢や市町村民税の納付状況等によって違いますが、県や市町村では、この掛金に補助金を出して加入者の負担を軽減しています。

４　保護者に万一（死亡、重度障害）のことがあったとき、心身障害児（者）に一生涯毎月２万円（２口加入の場合は４万円）の年金が支給されます。

５　掛金の納付が困難な方に対しては、掛金の免除、減額が行われます。

　　加入者が６５才に達しており、かつ、継続して２０年以上加入している場合は、掛金を納めなくてもよいことになっています。

　　ただし、昭和６１．３．３１以前に４５歳未満で加入している方は、１口目については２５年間以上加入しており、かつ、年齢が６５歳以上の場合には、掛金を納めなくてもよいことになっています。

６　掛金や年金には、税金がかかりません。


　次のいずれかに該当する障害のある方で、将来独立自活することが困難違

であると認められる方です。

１　知的障害児（者）

２　身体障害児（者）（身体障害者手帳（１級から３級まで）を所持するもの）

３　精神又は身体に永続的な障害を有する児（者）で、１又は２と同程度の障害と認められるもの（たとえば、脳性麻痺、進行性筋萎縮症、血友病、難病、精神病、自閉症など）


　　前記の心身障害児（者）を扶養している保護者（父母、配偶者、兄弟姉妹、祖父母その他の親族等）であって、次のすべての要件を満たしている方です。

１　県内に住んでいること。

２　年齢が６５歳未満であること（４月１日における年齢を適用します）。

３　特別の疾病又は障害がなく、生命保険に加入できる健康状態であること。

４　加入限度は、心身障害児（者）１人につき、２口までです。

　

１　加入者が死亡または、重度障害者となったときは、その月から心身障害児（者）に対し、１口につき毎月２万円の年金が支給されます。

　　　１口加入者　月々　２０，０００円

　　　２口加入者　月々　４０，０００円

２　年金は、心身障害児（者）の生涯にわたって支給されます。

３　次のような場合は、年金が支給されないことがあります。

· 加入者が加入（口数追加）後１年以内に自殺したとき。

· 加入者が犯罪行為又は刑の執行によって死亡したとき。

· 心身障害児（者）が故意に加入者を死亡させたとき。

· 加入者が健康状態の告知で、事実を告げなかったり、不実のことを告げたとき。

· その他、加入者又は心身障害児（者）に故意又は重大な過失があったとき。


　心身障害児（者）が年金を受け取り、管理することが困難であるときは、加入者はあらかじめ、年金管理者を指定することができます。


　１年以上加入した後、不幸にして心身障害児（者）が死亡したときは、一時金として弔慰金が支給されます。

　　　　　　　　　加入期間が１年以上５年未満の場合　   50,000円支給

①１口目加入分　　加入期間が５年以上２０年未満の場合　125,000円支給

　　　　　　　　　加入期間が２０年以上の場合　　　　　250,000円支給

　　　　　

加入期間が１年以上５年未満の場合　　 50,000円支給

②２口目加入分　　加入期間が５年以上２０年未満の場合　125,000円支給

　　　　　　　　　加入期間が２０年以上の場合　　　　　250,000円支給

· ２口加入者については、それぞれ加入期間に応じて上記①と②の金額が支給されます。


　　　　　

脱退される方の加入期間に応じて、１口あたり次表の金額が支給されます。　　

	加　入　期　間
	金　　　　　　　額

	５年以上　１０年未満
	　　　　　　　75,000円

	１０年以上　２０年未満
	      　　　 125,000円

	２０年以上　
	     　　　　250,000円


（ただし、生活保護または、市町村民税非課税世帯であることを事由に保険料の全額補助を受けている期間に脱退した場合は、この一時金を受け取ることができません。）

なお、次のような場合には、脱退となりますが、既に払い込んだ掛金は返還されません。

１　加入者が死亡し又は重度障害者となったとき（この場合は、年金が支給されます）

２　心身障害児（者）が死亡したとき（この場合は、弔慰金が支給されます）

３　加入者が加入期間５年未満で脱退（口数追加の取消）の申出をしたとき

４　掛金を一定期間（３ｹ月）以上滞納したとき

５　加入者が他の道府県、指定都市に転出し、転出先の扶養共済制度に加入したとき（転出されるときは、市町村役場に必ず連絡ください）


１　掛金は、毎月定められた日までに払い込んでいただきます。

２　掛金の額（月額）は、次のとおりです。

	加入時の年齢区分
	１　口　目
	２　口　目
	備　　考

	35歳未満
	     4,650円
	    4,650円
	左の掛金は、県と市町村で一定額の公費助成を行った額です。県外転出期間中は、この助成が受けられないので、掛金の額が異なります。

	35歳以上40歳未満
	     5,700
	    5,700
	

	40歳以上45歳未満
	     7,150
	    7,150
	

	45歳以上50歳未満
	     7,150
	    8,650
	

	50歳以上55歳未満
	     7,520
	    9,400
	

	55歳以上60歳未満
	     8,280
	   10,350
	

	60歳以上65歳未満
	     9,320
	   11,650
	


· ２口加入する場合の掛金額は、１口目の金額＋２口目の金額になります。


－掛金の減免－

掛金を納付することが困難な、例えば次のような方々は減免されますが、くわしくは保護者の住んでいる地域の福祉事務所、市町村役場等にご相談ください。

（1） 生活保護を受けるようになったとき。

（2） 市町村民税を納めないでよいとき。

（3） 市町村民税の均等割だけを納めればよいとき。

（4） 災害など特別の事情があるとき。

－掛金の免除－

　６５歳以上に達しており、かつ、継続して２０年以上加入している場合は、掛金（加算掛金）が免除されます。ただし、昭和６１．３．３１以前に４５歳未満で加入している方は、１口目については２５年以上継続加入しており、かつ、年齢が６５歳以上の場合には、掛金が免除されます。

－税金の非課税－

（1） 掛金は、所得税および市町村民税とも全額が所得控除されます。

（2） 年金、弔慰金には、税金がかかりません。

加入の申し込み手続き

１　加入の申し込みの窓口は、保護者の住んでいる市町村役場です。

· 加入の申し込みに必要な書類は、次のとおりです（印鑑もご持参ください）

（1） 加入等申込書
（2） 保護者と心身障害児（者）の住民票の写し

（3） 申込者告知書（保護者の健康状態を調査する書類です）

（4） 障害証明書（身体障害者手帳、療育手帳等証明できるものを提出）

（5） 年金管理者指定届書（心身障害児（者）が年金を管理することが困難なとき）

（6） 掛金減額申請書

（7） 他の道府県、指定都市で加入していた方が、継続して転入県で加入する

場合は、上記の（１）、（２）、（５）の書類のほか、今まで加入していた県名と加入番号が必要です。

· 加入等申し込みの期間は偶数月の１～２０日までです。

２　２口目加入の申し込みは、６５歳未満であればいつでも追加できます。

　１口加入している方が、２口目を申し込む場合は、前記の（１）、（２）、（３）の書類が必要です。

この制度についてのお問い合わせ及び加入の相談先

　この制度の実施主体は高知県ですが、問い合わせは、市町村役場又は福祉事務所、高知県障害福祉課までお気軽にお話しください。

　　　

高知県子ども・福祉政策部障害福祉課

〒７８０－８５７０　　高知市丸ノ内１－２－２０

電話（088－823－9634）ＦＡＸ（088－823－9260）
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